
力いっぱいに餅をつく！

木倉小で餅つき
　12月９日、木倉小学校（岡本博文校長・134人）
で収穫祭と毎年恒例の餅つきを行いました。収穫祭で
は、福島則義区長（木倉）の田んぼで収穫したお米で
おにぎりを作り、おいしそうに食べました。参加した
餅つきでは、保護者や木倉地区民生委員児童委員協議
会など地域も多数参加。つきたての餅にイチゴやチョ
コをトッピングしたり、のりを巻いたりなど、さまざ
まな味を楽しみました。餅つき終了後、６年生は、民
生委員の協力で木倉地区の独居老人の人たちへ赤飯を
配り、地域との交流をしました。

すまいるクラブでクリスマス会
　12月12日、すまいるクラブ（大森政一会長）がク
リスマス会を開きました。すまいるクラブとは、認知
症を抱える人の家族や本人たちなどで結成されている
団体です。当クラブは、当事者がお互いの悩みを話し
合うことができる場を提供しています。クリスマス会
では、チキンやケーキを食べながら、ギター演奏やカ
ラオケ、サックスの演奏などさまざまな出し物で楽し
みました。大森会長は「認知症について困っている方
はぜひ、お気軽にご参加ください」と話しました。

御船の剣士が九州大会へ出場！
　開新高校剣道部２年の田代奨

しょう

貴
き

さん（高木）が11
月に行われた県新人戦と九州大会出場を兼ねた予選会
で団体３位に入り、九州大会の出場権を獲得しました。
ベスト４に入ったことで県優秀競技者などの育成支援
事業にも参加。他校の強豪校が集まる中、「刺激になる」
と話す田代さん。団体戦では、勝敗を大きく左右する
副将を任せられています。２月に行われる九州大会で
は「上位入賞、全国大会を目指し、頑張ります」と決
意をあらわにしました。

ハンドボール教室
　12月13日、木倉小学校（岡本博文校長・134人）の５・
６年の児童たちが、国際スポーツ大会競技普及事業の
一環でハンドボールを体験しました。特別講師として、
熊本県出身の岩本真典さん（大崎電気工業 : 監督）と
大宮大さん（熊本大学 : 監督）が指導。児童たちは、
ゲストで来たくまモンと一緒に、パスやシュート練習
をしながら、ハンドボールの基礎やルールを楽しく学
びました。最後は学年ごとに分かれ、試合を実施。児
童たちは、初めてとは思えないような動きで試合を展
開し、周囲の観客たちを驚かせていました。

ふるさとへの思いから
　12月14日、御船小学校（中野浩幸校長・359人）
を御船出身の半田美喜子さん（浜松市在住）が訪れま
した。半田さんは熊本地震の時、故郷の御船町に何か
できることはないかと思い、地元でバザーを行い義援
金を募りました。半田さんの御船小への思いは、県の
道徳の教科書「つなぐ」に掲載されています。児童た
ちは、これまでの感謝の気持ちを歌にして、心を込め
て歌いました。そして、なんとこの日が半田さんの誕
生日。休み時間になるとサプライズで全校児童が「半
田さんおめでとうございます」と大声で祝福し、メッ
セージや手作りのプレゼントを贈りました。

ゲートボール全国大会出場報告
　12月12日、第31回全国健康福祉祭とやま大会ねんり
んピック富山2018に出場した熊本御船チームから町に
結果報告がありました。60歳以上が対象となるこの大
会では、全国から約１万人の選手が出場。熊本御船チー
ムは、予選リーグで２勝１敗。３試合目では優勝候補
チーム（東京）と対戦、選手の調子がよく、力を出し切っ
たことで相手チームを圧倒しました。決勝トーナメン
トには、得失点差で１点足りず、出場できませんでした
が、選手は「前大会よりも試合内容がよかった。今後
の糧となる大会でした」と話しました。全国大会頑張ってきました！

街なかギャラリーで心通わせる仲間たちと

剣道では礼儀作法を大切にしています

コンビニで振り込め詐欺防止！
　12月12日、御船町のセブン -イレブン木倉店（坂本
慶司店長）で振り込め詐欺を防止したことにより御船
警察署（瀬河清信署長）から感謝状が贈呈されました。
11月17日、女性が30万円分のギフトカードを購入しよ
うと来店。坂本店長が女性に声をかけると「購入しな
いと裁判になる」などの話があったため、「振り込め詐
欺かもしれない」と思い、警察に通報しました。坂本
店長は「（未然に詐欺を防いだことに）当たり前のこと
をしただけ。一人でも被害に遭う人が少なくなるよう
に、従業員にも声掛けしていきたいです」と話しました。 感謝状を受け取る坂本店長

大宮大監督の強烈なジャンプシュート！！

　半田さん、ありがとうございました！

七滝への思いを焼酎に  焼酎「ななたき」完成
　熊本地震で農業用水路に大きな被害を及ぼした七
滝地区。そこで収穫した米を使った球磨焼酎「ななた
き」が完成しました。企画したのは、同地区出身で運
輸・引っ越し業などの株式会社ＡＺＵＭＡの上田裕子
社長。製造を担当したのは房の露株式会社（多良木町）。
帯には、日向までの歴史をうたい、「日向往還の古里」
としました。上田社長は「七滝の農家の人たちの復興
への後押しをしたい。そして、“七滝”という名を残
したい」と七滝、地元への思いを語りました。

　すっきりとした味わいで飲みやすく、ロックがおすすめです
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